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口 開発事夕J/A′PA口

牛乳パックが新素材に 1環境対応型プラスチック開発

1.は じ め に

AIPAl不朱lは ,1969年愛媛県内の中小

製紙会社の共同出資により「愛媛パルプ

協同組合Jと して設立され,古紙再生パ

ルプをグループ会社へ原料 として供給

する事業を展開してきた 2021年 には
,

通称である「AIPA」 を社名として協同

組合から株式会社に組織変更し事業を

行っている

当社は,地球温暖化による環境破壊 ,

資源の枯渇,廃棄物公害等,人類の生

存自体を脅かす問題が深刻化するなか ,

再生可能な「循環型社会」の構築を設立

当時から掲げ,紙廃棄物の再生利用を

通じた「循環型リサイクルシステム」(図

1)を推進してきた

これまで古紙 100%を利用した再生パ

ルプの開発に取 り組み,製紙会社への

原料供給を行ってきたが,SDGsを はじ

めとする環境対策ニーズの高まりに応

えるべ く,異業種分野への古紙再生パ

ルプの提供を目指 して開発を進めてき

た 今回,紙から紙への水平 リサイク

ルに加え,紙からプラスチックヘのアッ

プサイクルを達成 したので,そ の概要

を紹介する

2.背 景

(1)愛媛県内のC02排出

愛媛県の推計人口は約128万 人,令

和3年 度の製造品出荷額等 は約4兆

7,581億 円であり,四国全体の466%の

シェアを占めるなど,製造業が重要な

産業となっている (出典 :え ひめが誇る

スゴ技ホームページ 愛媛ものづ くり産

業紹介より)

とくに製造業が集中している愛媛県

東部では,県内のC02排出量約 1,700万

tの うち,約 600/0に あたる1,000万 tが排

出されている このため,愛媛県におけ

るC02排 出量削減には,製造業の取 り

組みが不可欠である.

(2)製紙業界におけるC02排出

愛媛県の主要製造品目は,パルプ紙

(16.6%),非鉄金属 (11,1%),船舶など

の輸送用機械 (1040/O),化学 (92%)の

l買 であり,と くにパルプ紙分野は愛媛

県東部に大手製紙メーカーをはじめと

オ フ ス

する梨紙・紙加工企業が集積 している

県内におけるC02排 出量約 1,700万 t

のうち,製紙関連企業から排出される

C02量 は約420万 tで あり,こ れは愛媛

県全体のC02排出量の約25%に相当す

る また,県内における製紙関連企業

の900/0以 上が中小企業であることから
,

県内産業部門におけるC02削 減におい

ては,中小製紙企業における取組が重

要である.

(3)AIPAにおけるC02つ F出

製紙業界では,従来から積極的なリ

サイクルの取組みが行われており,当社

においても古紙をリサイクルし,紙の原

型
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料である再生パルプの製造を事業とし

ている また,当社においては環境的・

経済的観点から,紙廃材の有効活用に

も積極的に取 り組んでおり,こ れまでに

愛媛大学紙産業 イノベーシ ヨンセン

ター,愛媛県産業技術斬究所と連携 し,

紙廃材をプラスチツク製品原料として活

用するための技術開発を検討してきた

多 くのラミネー ト古紙は紙 とプラス

チックが強固に接着され分離が困難で

あるため,古紙リサイクルにおいては禁

忌品とされてきた.しかし,現在では再

生技術の進化によリラミネー ト紙の利

用も進んでおり,代表的なラミネート紙

である牛乳パツクなどは再生利用が確

立している 再生工程で紙とプラスチツ

クを分離し,紙の部分はトイレットペー

パーなどの紙製品へ再生される.しか

し,分離されたプラスチツク分は産業

廃棄物として焼却処分されているのが

実情である.当社においても,焼却処

理される廃プラスチツクは年間2,000t

(C02排出量換算 :6,200t分 )に のぼる

一方,昨今のSDGsの広が りを受け,

石油由来のプラスチツクを代替する素

材の導入が求められている しか し,

中小プラスチツクメーカーにとつては
,

コスト増や新規設備投資が障壁となり,

導入は容易でない 愛媛県内でも,学

校教材などのプラスチツク製品を製造

する樹脂メーカーが環境配慮型商品の

展開を模索 しており,こ うした H果題解

決が求められている

そこで当社では,ラ ミネート古紙を原

料の一部として使用する減プラスチツ

ク製品の製造モデル構築に取 り組むこ

ととした.

3.市場性の検証

愛媛県内で対象となるプラスチツク

製品生産量は年間約6万 3,000t(国 内対

象製品量と出荷額比率より推定)であ

る 近年,SDGsを はじめとする世界的

な潮流を背景に,プラスチツク使用量

削減や他素材への置換ニーズが急速に

高まっており,プラスチツクメーカーに

おいても代替素材の確保が今後の事業

活動で必須要件となりつつある しかし,

業界の多 くを占める中小プラスチツク

メーカーでは,「自社開発の困難さ」「素

材調達の難しさJ「新規投資リスク」と

いった課題により,環境貢献製品への

対応が進んでいない

本パルプ配合プラスチツクは,こ れ

らの H果題を容易に解決できる可能性が

あり,愛媛県内で利用可能な対象製品

は年間約3万 3,000tに 及ぶことから,市

場性は非常に高いと判断した

4.ラ ミネー ト古紙のプラスチツ

ク製品原料への加工

牛乳パツクはラミネート古紙の代表

例であり,紙の両面がラミネートで覆わ

れている (図 2)。 この牛乳パツクを再生

パルプ化する工程では,パルパー (離

解工程)において紙繊維とプラスチツク

分を分離し,紙繊維は製紙原料に再生

利用,プラスチツク分は産業廃棄物と

して焼却処理されている

そこで当社は,通常は廃棄されるこ

のプラスチツク分を紙繊維と一緒に丸

ごと再利用し,プラスチツク原料に加

工する技術開発を開始した

一般にパルプとプラスチツクは馴染

みの悪い材料であり,単純に混ぜ合わ

せるとダマ (疑集体)が生じ,外観悪化

や物‖生低下を招く(図 3)そ こで,同産

牛乳パックの構造

ポリエチレン

紙

ポリエチレン

図2 年乳パツクの構造

学官連携チームで開発 したパルプ界面

の特殊加工技術を活用 し,プラスチツ

クとの親和性を高めることに成功 した

(図 4)

具体的な加工は,牛乳パツクを九ご

と乾燥粉砕 し,薬剤を添加 して加熱処

理 その後,射出成形用のプラスチツ

ク原料として紙繊維の配合率を20%～

300/oに 調整 しプラスチツクと複合化す

る

5.試作品の製造

牛乳パツク配合プラスチツクは原料

ペレットの状態であるため,完成した素

材を広報・販促PR活動に使用するため

には,製品への加工が必要となる そ

こで,カ ードケース (図 5)を作成した

ヵ―ドヶ―スを選定した理由は,小

型で持ち逗びやすく,展示会において

名刺交換時に話題を提供しやすい点を

はじめ,カ ラー展開することで展示ス

:

|
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図3 特殊加工無し(大 きな凝集) 図4 特殊加工あり(ダマ無し) 図7 展示会での展示風景
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図5 牛乳パック配合プラスチックを用い

作製したカードケース

ペースを華やかにできる点などである

プラスチックに紙繊維を複合化 した

場合,流動性が悪化することから,射

出成形時には流動性を確保するためノ

ズルまたは金型温度を高 く設定する必

要がある

牛乳パック配合プラスチックを使用

して射出成形する際の使用感を調査す

るためカー ドケースの金型を作成,射

出成形時における問題点の抽出を行っ

た 結果,牛乳パック配合プラスチック

図6 展示会の出展ブース

は,一般のプラスチック原料 と同様に

使用することが可能である

着色検証では,カ ラーマスターバッ

チを添加 し成形を行ったところ,牛乳

パック配合プラスチックが持つ生成色

を活かした深めの落ち着いた風合いと

なることがわかった。また,使用後の射

出成形機の洗浄においては,通常のパー

ジ剤 (洗浄樹脂)を利用するだけで洗浄

可能であり,一般のプラスチックと同様

であった

6.展示会への参加とニーズの確認

展示会 (図 6,図 7)では,多 くの来

場者と素材に関する情報交換が行われ,

現状では「脱プラ」と「C02削 減」が最大

の関心事であり,企業のニーズは「環境

対応」に重点が置かれていることが再確

認された。

大手では積極的な研究開発を行って

おり,素材に対する情報収集に余念が

なかった。しかし,中小企業では自社

開発のハー ドルが高 く,環境対応 した

素材待ちの状況であり,展示会で熱心

に環境対応素材を探 していた

当社ブースには,プラスチック業界

をはじめ高い目標を掲げて開発に取 り

組む自動車・建材・家電などをはじめ

多種多様な業界の開発担当者が訪れ,

とくに牛乳パック配合プラスチックが注

目を集めた

これは,社会的な流れである脱炭素

を一般化するため,大手企業が積極的

に自社製品への活用を推進 している結

果であ り,そ うした企業はサ プライ

チェーン全体で環境製品の商品開発を

行う構図となっているため,素材探しの

中心が「環境Jを意識したものになって

いると考えられる

7.ま とめ～今後の普及展開に向

けて～

牛乳パック配合プラスチックが環境

対応素材として普及展開するには,ま

ずは認知度の向上に取り組む必要があ

る 普段われわれが生活のなかで一般

的に使用するものとしてエコプラスチッ

クが普及することで,さ らなる波及効果

が期待できる。また,使用者佃Jがエコ

プラスチックを利用することで小さな環

境貢献が可能であると広 く周知してい

く必要がある

こうした取組みを通じて,製造・販売・

使用の各段階で小さな環境貢献を積み

重ね,持続可能な社会への大きな流れ

を生み出していきたいと考えている

(神原 聖史)

問合せ先

AIPA仰

マーケテイング部

〒799-0101

愛媛県四国中央市川之江町415-1

TEL 0896-58-5286

e―mail info@aipa,orjp

URL httpsノ /aipa,or.jp


